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地
域
福
祉
活
動
事
例
発
表
　
　
春
日
下
ヶ
流
区
福
祉
連
絡
会

春
日
下
ヶ
流
区
は
毎
年
、
役
場
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
働
で
行
う
「
地
域
福
祉
懇

談
会
」
を
契
機
に
、
地
域
の
見
守
り
体
制
づ
く
り
の
重
要
性
、
福
祉
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
・
話
し
合
え
る
場
の
必
要
性
を
認
識
さ
れ
、
平
成
23
年
7
月
に
「
下
ヶ
流
区
福
祉

連
絡
会
」
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉

委
員
を
主
体
に
区
の
各
関
係
団
体
で
組
織
さ

れ
、
要
支
援
者
の
支
援
体
制
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
は
じ
め
、「
見
守
り
・
さ
さ
え
あ
い
カ
ー

ド
」
の
作
成
、
ふ
れ
あ
い
交
流
な
ど
、
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

記
念
講
演　
　

講
師
　
岐
阜
経
済
大
学
准
教
授 

梅
木
真
寿
郎 

氏

　
「
つ
な
が
り
で
拓
く
地
域
の
課
題
～
共
に
生
き
、共
に
担

う
協
働
の
地
域
づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。春
日
下
ヶ
流
区
の
事
例
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、今
後
予
想
さ
れ
る
地
域
の
課
題
や
、そ
れ
に
対
す
る
解

決
方
法
や
方
向
性
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
支
援
で
き
な
い
現
状
を
受

け
止
め
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
え
る
「
協
働
社
会
の
構

築
」
の
必
要
性
を
多
く
の
参
加
者
が
認
識
し
ま
し
た
。

9
月
7
日
（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
3
回

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
の
福
祉
関
係
者
や
福
祉
団

体
及
び
住
民
の
皆
様
約
５
０
０
名
に
参

加
い
た
だ
き
、
と
も
に
支
え
合
い
、
助

け
合
う
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
「
大
会

宣
言
」
の
中
で
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
及
び
地
域
福
祉
活
動
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
方
23
名
（
内
2
団
体
）
に
、

会
長
か
ら
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、「
春
日
下
ヶ
流

区
福
祉
連
絡
会
」の
活
動
発
表
を
行
い
、

住
民
主
体
の
見
守
り
活
動
の
推
進
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
経
済
大
学

の
梅
木
真
寿
郎
准
教
授
か
ら
は
、「
協

働
の
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
必
要
性

や
方
法
、
課
題
な
ど
わ
か
り
や
す
く
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
、
い
き
い
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
み
ん
な
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
『
あ
い
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

住
民
の
皆
様
と
更
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
民
生
・
児
童
委
員
功
労
】

安
藤　
　

稔　
　

中
村　

明
美

新
井
な
を
子　
　

田
中　

芳
江

髙
橋　

圭
子　
　

髙
橋
紀
久
子

小
寺　

一
江　
　

森　
　

智
子

【
社
会
福
祉
功
労
】

藤
吉
す
ま
子　
　

内
田　

は
る

細
野　

昌
子　
　

森
本　

清
子

髙
橋　

綾
子　
　

森
田　

八
重

【
そ
の
他
の
社
会
福
祉
功
労
】

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
か
ば

藤
美
会

雨
森　

木
綿　
　

岡
部　

道
子

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

【
そ
の
他
の
社
会
福
祉
功
労
】

馬
場　

信
之　
　

中
野　

敏
子

小
林　

祐
子　
　

窪
田　

仁
美

小
里
み
よ
子

第
３
回 

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
大
会

～
「
み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
『
あ
い
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
～

～
理
事
会
・
評
議
員
会
だ
よ
り
～

7
月
18
日
（
木
）
第
3
回
理
事
会
及
び
第
3
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
評

議
員
の
選
任
に
関
し
理
事
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
苦
情
解
決
第

三
者
委
員
の
選
考
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
な
ど
７
議
案
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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北
新
町
区
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
、
見
守
り

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
方
を
把
握
し
、
福
祉
委
員
へ
訪
問

等
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。「
見
守
り
カ
ー
ド
」
や
「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
福
祉
委

員
が
中
心
と
な
っ
て
対
象
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
説
明
を

行
い
、
登
録
を
勧
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
は
、
県
で
開
催
さ
れ
た
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
に
3
名
の
福
祉
委
員
が
参

加
さ
れ
、
見
守
り
の
あ
り
方
、
日
常
生
活
の
中
で
の
情
報

収
集
の
重
要
性
な
ど
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
研
修
の
内

容
は
、
区
の
執
行
部
等
と
の
合
同
会
議
で
報
告
さ
れ
、
見

守
り
の
意
義
や
方
法
、
連
携
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。合

同
会
議
に
は
区
の
執
行
部
、
班
長
、
消
防
団
員
、
保

健
推
進
員
、
交
通
安
全
委
員
な
ど
様
々
な
役
員
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
6
月
の

会
議
で
は
、
定
期
的
な

開
催
と
情
報
の
共
有
、

北
新
町
に
必
要
な
独
自

の
事
業
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
絆
を

更
に
深
め
、
住
み
や

す
い
北
新
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

外
津
汲
地
区
福
祉
連
絡
会
は
、
平
成
23
年
2
月
12
日

に
発
足
し
ま
し
た
。
構
成
員
は
16
名
、
会
長
は
行
政
推

進
員
、
副
会
長
は
民
生
委
員
、
書
記
は
赤
十
字
奉
仕
団

支
部
長
、
推
進
委
員
と
し
て
福
祉
委
員
は
じ
め
区
の
役

員
6
名
、
赤
十
字
奉
仕
団
員
7
名
の
計
16
名
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
偶
数
月
の
第
2
土
曜
日
に
定
例
会
を
予
定

し
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
区
は
高
齢
者
が
多
く
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

な
が
ら
も
外
津
汲
で
生
活
し
た
い
と
い
う
方
が
多
く
み

え
る
た
め
、
行
政
推
進
員
を
中
心
に
区
全
体
で
見
守
り

な
が
ら
生
活
を
支
え
て
み
え
ま
す
。
中
で
も
赤
十
字
奉

仕
団
員
は
2
人
ず
つ
で
声
か
け
を
さ
れ
、
訪
問
活
動
を

行
っ
て
み
え
ま
す
。
見
守
り
カ
ー
ド
の
推
進
と
共
に
、

地
元
の
情
報
を
加
味
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
内

容
を
当
事
者
の
意
志
を
大
切
に
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
に

は
、
普
段
か
ら
住
民
同
士
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
い
ざ

と
い
う
時
に
、
あ
わ
て
ず

す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
に

備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
役
員
の

み
な
ら
ず
、
み
ん
な
で
見

守
る
温
か
い
地
域
を
め
ざ

さ
れ
て
い
ま
す
。

～
外
津
汲
地
区
福
祉
連
絡
会（
久
瀬
）～

集
ま
ろ
ま
い
か

7
月
17
日
（
水
）
揖
斐
川
中
学
校
に
お
い
て
、
3
年

生
１
３
３
名
を
対
象
に
「
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
つ
い
て
知
ろ
う
！
」
と
題
し
て
出
前
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

大
変
暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
意
義
や
目
的
、揖
斐
川
町
の
現
状
と
人
口
の
推
移
、

揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
の
説
明
を
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い

び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
脳
ト
レ
」
番
組
の
放
映
や
簡
単

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
笑
顔
や
声
を
掛
け
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
ふ

く
し
」を
テ
ー
マ
に
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
行
い
、

「
笑
い
あ
え
る
こ
と
が
大
切
」、「
相
手
の
こ
と
を
平
等

に
考
え
る
」
等
、
多
く
の
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
学
び

を
通
じ
て
、
生

徒
自
身
が
「
ふ

く
し
」
の
発
信

源
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　（
共
同
募
金
配
分
金
事
業
）

キ
ッ
ズ
パ
ワ
ー
事
業

▲グループワークの様子

～
北
新
町
区（
揖
斐
）の
活
動
～

福
祉
委
員
活
動
だ
よ
り
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正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

●応募要項
ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご
応募ください。また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希
望もあわせてお寄せください。

●応 募 先
　〒 501-0603　揖斐川町上南方 193番地
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
●応募期間
　平成25年９月25日（水）～平成25年10月10日（木）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは・・・『カモメ』

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

～なぞなぞ～
何と読むでしょう？

竹竹竹竹

　

揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校
及
び
高
等
学
校
（
18

校
）、
幼
児
園
・
幼
稚
園
・
保
育
園
（
11
園
）、
揖
斐

特
別
支
援
学
校
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
そ
れ

ぞ
れ
希
望
の
図
書
を
購
入
し
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
赤
い
羽
根
文
庫
事
業
」
は
読
書
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
豊

か
な
心
を
育
み
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
と
の
願
い
を
込
め
ら
れ

た
事
業
で
す
。

　

今
後
も
共
同
募
金
の
配

分
金
を
有
効
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆

様
に
役
立
つ
事
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 赤

い
羽
根
文
庫

社
会
福
祉
協
議
会
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必
要

�
�
�
�
�
方
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

揖
斐
川
町
内
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、
夏
休

み
期
間
中
の
７
月
22
日
〜
８
月
23
日
を
利
用
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
は
、
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
目

指
す
た
め
、
今
年
度
よ
り
２
日
間
以
上
（
最
大
３
日
間

ま
で
）
の
参
加
を
原
則
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
度
よ
り
人
数
は
減
っ
た
も
の
の

１
０
０
名
を
超
え
る
生
徒
が
申
請
、
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
初
日
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
、
何
を
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
が
、
２
日
目

に
な
る
と
積
極
的
に
声
を
か
け
た
り
、
周
り
を
見
て
動

い
た
り
と
い
っ
た
頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

施
設
の
方
か
ら
は
、「
毎
年
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
と

て
も
助
か
っ
て
い

る
」「
職
員
も
利
用

者
も
元
気
に
な
る
」

と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
施
設
及
び
学

校
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲昼食の準備をしています
（坂内デイサービスセンターもみの木）

福
祉
の
つ
ど
い
開
催
の
お
知
ら
せ

〜
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
〜

　

福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
！
笑
い
な
が

ら
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
心
も
体
も
元
気
に
な

り
ま
し
ょ
う
！

清
水
地
区　

10
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　

清
水
公
民
館

脛
永
地
区　

10
月
23
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

脛
永
公
民
館

講　
　

師　

小
原
信
子
氏

　
　
　
　
　
（
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
）

　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
心
温
ま

る
茶
話
会
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
！

45



介
護
�
�
知
識
�
腰
痛
体
操
�

　

介
護
を
続
け
る
た
め
に
は
、
自
分
の
体
の
維
持
も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
腰
痛
体
操
を

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

〜
腰
痛
防
止
に
は
、簡
単
な
腰
痛
体
操
を
覚
え
、『
毎
日
行
う
』こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
〜

　

腰
痛
体
操
の
基
本
は
、
①
身
体
を
柔
ら
か
く
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
②
腹
筋
を
強
く
す
る

体
操
、
③
背
筋
を
強
く
す
る
体
操
の
３
種
類
で
す
。こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ん
な
方
法
で
も
長
く
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。簡
単
な
も
の
を
覚
え
て
、
確

実
に
毎
日
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
激
し
い
痛
み
が
あ
る
場
合
は
腰
痛
体
操
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
無
理
を
せ
ず
、

体
調
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

こんな症状が出たら運動は止めましょう !!
　腰痛を防ぐ体操や運動の基本は、無理せずマイペースで行うことです。運動中に下記
のような信号を感じたらすぐに休憩しましょう。また、体調が悪いときには運動は控え
ましょう。
●足や腰や関節に痛みを感じる　●足に力が入らない　　　●足がもつれる
●息切れが激しい　　　　　　　●脈拍がいつもより多い　●お腹に痛みを感じる
●頭痛、めまいがする　　　　　●いつもより疲れる　　　●冷や汗が出る

ポイント!! あごはできるだけ引きつける

・仰向けに寝て、膝と股関節を軽
く曲げる。その姿勢から上体を
ゆっくり起こし、約45度の位置
でそのまま5秒間、そしてゆっ
くり上体を床に下ろす｡
・15分間を目安に、適当な回数
行います。けっして無理をしな
いように｡
・力が弱く上体を起こせない方
は、仰向けのまま、起こす努力
をするだけでも十分です。

・下腹部に枕などを置いて、うつ
ぶせに寝る。その姿勢から上
体をゆっくり起こす（床から約
10cm）。そのままの姿勢で約5
秒間、そしてゆっくり上体を戻
す。
・腹筋を強くする体操より少な
めに。1日5～10分間が目安で
す。けっして無理をしないよう
に。腰を反らし過ぎると危険で
す。
・力が弱く上体を起こせない方
は、うつぶせのまま、起こす努
力をするだけでも十分です。

ポイント!! あごを引いた状態が理想的

　
「
介
護
」
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
は
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
今
、
介
護
を
し

て
い
な
い
人
も
、
い

つ
か
家
族
の
介
護
を

す
る
立
場
に
な
っ
た

り
、
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
な
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で「
介

護
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
11
日
��
介
護
�
日
�

日
常
の
介
護
か
ら
ひ
と
と
き
離
れ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

【
日　

時
】
平
成
25
年
12
月
16
日
（
月
）

〜
20
日
（
金
）

【
内　

容
】
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

【
場　

所
】
揖
斐
川
、谷
汲
、春
日
、久
瀬
・
藤
橋
、

　
　
　
　

  

坂
内
の
５
地
区
で
開
催

【
参
加
費
】
１
，
０
０
０
円

【
対
象
者
】
揖
斐
川
町
に
在
住
・
在
宅
で
介
護   

　
　
　
　

  

を
し
て
い
る
方

【
申
込
先
】
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

  　

在
宅
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

介
護
者
�
�
�
�
�
�
案
内

腹筋を強くする体操 背筋を強くする体操
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『
夏
祭
り
開
催
』

　

谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
８

日
（
木
）
、
９
日
（
金
）
と
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
普
段
お
祭
り
に
行
く
機
会
の
少
な
い

利
用
者
に
祭
り
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、
屋
台
め
ぐ
り
を
計
画
し
ま
し
た
。
お
囃
子
の

流
れ
る
中
、
輪
投
げ
や
射
的
な
ど
の
懐
か
し
い

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
れ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
を
交
え
て
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
い
い
笑
顔
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
納
涼
祭
り
』

　

春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
５

日
（
月
）
～
10
日
（
土
）
に
、
毎
年
恒
例
の
流
し

そ
う
め
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
物
の
竹
か
ら
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
薬
味

の
入
っ
た
つ
ゆ
で
食
さ
れ
、「
美
味
い
！
」「
ご
っ

と
う(

御
馳
走)

じ
ゃ
」
と
、
利
用
者
か
ら
の
声

が
賑
わ
し
く
飛
び
交
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
で
参
加
さ
れ
た
春
日
中
学
校
の
生
徒
や
ス
タ
ッ

フ
も
夏
の
風
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
夏
祭
り
開
催
』

　

坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
み
の
木
で

は
、
８
月
20
日
（
火
）
に
恒
例
の
夏
祭
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
出
店
巡
り
と
し
て
輪
投
げ
、
的
あ

て
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
廻
り
、
景
品
を
手
に
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
お
や
つ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
菓
子

の
つ
か
み
取
り
を
行
い
、
「
家
の
土
産
が
出
来

た
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
が
過
ぎ
、
孫
、
ひ
孫
さ
ん
が
帰
ら
れ
て
寂

し
い
時
で
し
た
の
で
、
利
用
者
の
皆
様
も
元
気
に

参
加
さ
れ
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

谷
汲

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

春
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
も
み
の
木

▲輪投げを
楽しんで
みえます

▲流しそうめんの様子

▲盆踊りの様子

▲美味しく召しあがってみえます

▲輪投げで景品をいただきました

▼出店巡りの様子

施設だより
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今
年
も
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
共
同
募
金
運
動
は
、
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
22
年
に

始
ま
り
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
今
年
で

67
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
共
同
募
金
会
揖
斐
川
町
分
会
で

は
、
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
と
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
」
の
２
つ
の
募
金
を
あ
わ
せ
て
共
同
募
金
と
呼
び
、
一

括
し
て
の
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
岐
阜
県
共
同

募
金
会
を
通
じ
、
岐
阜
県
内
の
民
間
社
会
福
祉
施
設
や
社

会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
た
く
さ
ん

集
ま
る
と
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
皆
様
の
共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会）

今年も皆様のご協力を
お願いします！

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す

戸
別
募
金
・
・
・
自
治
会
を
通
じ
て
、
世
帯
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

法
人
募
金
・
・
・
町
内
の
企
業
や
法
人
に
お
願
い
し
ま
す
。

職
域
募
金
・
・
・
町
内
の
団
体
、
官
公
庁
な
ど
の
職
域
で
呼
び
か
け
、
募
金

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
募
金
・
・
・
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
店
舗
の
前
な
ど
街
頭
で
募
金
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
募
金
・
・
・
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
募
金
・
・
・
町
内
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
、
募
金
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

赤い羽根共同募金運動がはじまります
【運動期間】10月1日～12月31日
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１．対象者
町内在住で、次のいずれかに該当し、支援を希望される世帯
の子ども（0～ 18歳）
①母子家庭等世帯の子ども   ②父子家庭世帯の子ども

２．支援内容
子ども 1人あたり、3,000 円分の図書カードを贈ります。

３．申込方法
社会福祉協議会本部または各支所までお申込みください。

４．申込締切　　平成 25年 10月 31日（木）
５．配　　布　　12月に配布する予定です。
※詳細は社会福祉協議会・地域福祉係（☎ 23-0411）まで
お尋ねください

●日　時：平成 25年 10月 3日（木）
　　　　　午後 1時 30分～ 3時 30分
●場　所：揖斐川町役場 3階　防災対策室
●内　容：ロールプレイを交えた傾聴講座
●講　師：子安崇雄　氏
　　　　　（岐阜いのちの電話協会理事 他）
●対象者：傾聴に関心がある方ならどなたでも歓
　　　　　迎します
●定　員：100名
●申込方法：電話 (23-0411) ／ FAX(23-1678)

　　　　
 

傾聴講座のご案内

各支所電話番号
谷汲支所（谷汲保健センター内） ☎ 56-3700 久瀬支所（久瀬振興事務所内） ☎ 54-2288
谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

シングルシルバーふれあいの家 ☎ 56-3150 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」 ☎ 53-0007

あたたかいこころ

こころあたたまる寄付をいただき
誠にありがとうございました。

【平成25年7月1日から8月31日まで】

★馬場 信之様（谷汲）
　････････････････ 1，000，000円
★匿名（揖斐川）
　････････････････････ 20，000円
★匿名（揖斐川）
　････････････････････ 10，000円
★松井 親夫様（谷汲）
　････････････････････ 10，000円

10月・ 11月の予定
傾聴講座
給食サービス（久瀬・藤橋）
給食サービス（谷汲）
給食サービス（揖斐川）
給食サービス（坂内）
福祉のつどい（清水地区）
給食サービス（春日）
福祉のつどい（脛永地区）
ミニ運動会（谷汲デイサービスセンター）
お楽しみ会（春日デイサービスセンター）
ミニ運動会（坂内デイサービスセンター）
給食サービス（揖斐川）
給食サービス（久瀬・藤橋）
給食サービス（谷汲）
給食サービス（坂内）
給食サービス（春日）
幼児園児との交流会（春日デイサービスセンター）
介護予防ボランティア養成講座
幼児園児との交流会（坂内デイサービスセンター）

10月 3日（木）
         8日（火）
  　　 9日（水）
　　 10日（木）

〃
　　 17日（木）
       18日（金）
       23日（水）
　  中　　旬　 
　　　〃　　
　  下　　旬
11月 8日（金）
　　12日（火）
　　13日（水）
　　 14日（木）
　　 15日（金）
　　 18日（月）
　    ２９日（金）
　  中　　旬　

高齢者向け料理レシピ 
◎しょうがときのこのスープ（カロリー 120kcal、塩分 1.1g）

①椎茸は、石づきをのぞいて薄切りにする。しめじは、根元
を除いて小房に分ける。えのき茸は、根元を切ってほぐす。
②豆腐は、１cm角に切る。ねぎは、1ｃｍ幅の小口切りにする。
③水、大さじ1と片栗粉大さじ1/2を合わせておき、水溶き片
栗粉を作っておく。
④鍋に、水と鶏ガラスープの素を入れて沸かし、①の椎茸、しめじ、
えのき茸、ねぎを加えて、きのこが柔らかくなるまで煮る。
⑤豆腐を加えて少し温めて、しょうゆ・塩・こしょ
うで味をつける。
⑥③の水溶き片栗粉でとろみをつけ、ごま油を
加えて軽く混ぜる。
⑦器に盛り付け、しょうがをのせる。
★レシピのポイント★
　このスープは、人参など自宅にある野菜を入れても美味しいで
す。これから秋も深まります。しょうが入りスープで体を温め
ましょう。

材　料 分量（2人分）
生椎茸（きのこ類） 2枚
し め じ 1/2 パック
え の き 茸 1/2 パック
木 綿 豆 腐 1/2 丁
ね ぎ 1/2 本

水 300cc
鶏ガラスープの素 小さじ 1
し ょ う ゆ 小さじ 2

塩 少々
こ し ょ う 少々
水 溶 き 片 栗 粉 大さじ 1
ご ま 油 小さじ 1/2
しょうが（すりおろし） 小さじ 1

～生活習慣予防に良い食事を紹介します～
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